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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則 

（
私
学
文
書
課
）　
　

一

〇
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則 

（
商
工
経
営
支
援
課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証 

（
地
域
復
興
支
援
課
）　
　

二

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
整
備
課
）　
　

二

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

二

〇
認
証
食
品
の
認
証 
（
食
産
業
振
興
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 
（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
遊
漁
規
則
の
変
更
認
可 

（
水
産
業
振
興
課
）　
　

三

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　
　

四

〇
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　
　

四

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

四

公　
　
　

告

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　
　

五

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
三
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

五

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

六

選
挙
管
理
委
員
会

〇
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

六

〇
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選

　

挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

七

〇
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

七

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

〇
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
係
る
指
示 

七

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
六
一
四
号
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
付
け
）
中 

八

規　
　
　

則

　

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
号

　
　
　

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
三

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
四
条
中
「
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
次
の
事
業
年
度
の
六
月
三
十
日
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
日
」
に

改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

２　

前
項
の
納
付
金
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
九
号

　
　
　

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
貸
付
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

　

小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。
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附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２ 　

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
廃
止
前
の
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
貸
付
規
則
第
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
貸
付
け
の
決
定
を
受
け
た
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

川
崎
町

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

柴
田
郡
川
崎
町
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

 　

川
崎
町
大
字
川
内
字
芋
ノ
窪
の
一
部
、
同
字
笊
畑
の
一
部
、
同
字
朴
木
山
の
一
部
、
大
字
今
宿
字
坊
主
沢
山
、
同

字
名
乗
沢
山
の
一
部
、
同
字
小
屋
沢
山
の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

大
崎
市
民
病
院
岩
出
山

分
院

大
崎
市
岩
出
山
字
下
川
原
町
八

四
－

二
九

平
成
二
十
七
年
三
月
一

日

平
成
三
十
年
二
月
二
十

八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
〇
五
八

若
葉
園

登
米
市
東
和
町
米
川
字

西
綱
木
二
三

－

一
六

自
立
訓
練
（
生
活

訓
練
）

社
会
福
祉
法
人

恵
泉
会

平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
六
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

認
証

番
号

品　

目

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

製
造
所
等
の
所
在
地

二
百
二

十
九

果
実
等
飲

料

佐
藤
頼
道

ま
る
な
か
果
実
加
工
所

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
塩
沢
字
大
山

四
十
七

－

一

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

宮　　城　　県　　公　　報第2639号　平成27年３月10日　火曜日 （2）



　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
石
浜
字
崎
山
二
三
の
一
、
二
六
の
一
、
二
八
の
一

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
及
び
公
園
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

○
宮
城
県
告
示
第
二
百
二
十
九
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
九
月

一
日
に
認
可
し
た
遊
漁
規
則
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

漁
業
権
者

の
名
称
及

び
住
所

漁
業
権

の
免
許

番
号

変
更
内
容

変
　
　
更
　
　
前

変
　
　
更
　
　
後

施
行
日

長
沼
漁
業

協
同
組
合

登
米
市
迫

町
北
方
字

天
形
161

番
地
13

内
共
第

11号
禁
止
区

域
、
期

間
ア
　
区
域

イ
　
期
間

登
米
市
迫
町
新

田
字
山
ノ
神
地

先
漁
場
陸
地
よ

り
50ｍ
地
内

自
１
月
１

日至
５
月
31

日

ア
　
区
域

イ
　
期
間

登
米
市
迫
町
新

田
字
山
ノ
神
地

先
漁
場
陸
地
よ

り
50ｍ
地
内

自
１
月
１

日至
５
月
31

日

⑴
　
次
の
点

ア
，
イ
，
ウ
，

エ
，
オ
，
カ
を

順
次
結
ん
だ
線

と
平
常
時
最
高

貯
水
位
沼
岸
線

と
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
た
水
域

ア
　
緯
度
38°

42.56’，
経
度

141°08.53’
イ
　
緯
度
38°

42.54’，
経
度

141°08.58’
ウ
　
緯
度
38°

42.54’，
経
度

141°08.80’
エ
　
緯
度
38°

42.40’，
経
度

141°09.14’
オ
　
緯
度
38°

42.29’，
経
度

141°09.08’
カ
　
緯
度
38°

42.28’，
経
度

141°09.13’

周
年

平
成
二

十
七
年

三
月
十

日
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〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
十
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）、
宮
城
県
仙
台
土
木

事
務
所
及
び
宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

岩
沼
蔵
王
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

前
Ａ
　

五
・
〇
〜

 

五
四
・
〇

四
、
二
一
四
・
八
　

上
記
Ａ
及
び

岩
沼
市
志
賀
字
新
深
田
六
八
番
地
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
小
泉
字
北
姥
ケ
懐
一
一

番
一
地
先
ま
で

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

五
・
〇
〜

 

五
四
・
〇

四
、
二
一
四
・
八

一
四
・
〇
〜

 

一
一
八
・
〇

三
、
六
四
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号

　

七
ヶ
浜
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
緑
地

　

２　

名
称　

一
号　

菖
蒲
田
漁
港
緑
地

　
　
　
　
　
　

二
号　

諏
訪
前
緑
地

　
　
　
　
　
　

三
号　

表
浜
緑
地

　
　
　
　
　
　

四
号　

割
山
緑
地

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

　

七
ヶ
浜
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
公
園

　

２　

名
称　

四
・
四
・
八
百
二
号　

菖
蒲
田
浜
海
浜
公
園

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
三
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

⑵
　
滝
沢
副
堤

及
び
梅
ヶ
沢
副

堤
の
平
常
時
最

高
貯
水
位
沼
岸

線
か
ら
50m
の

水
域
⑶
　
早
坂
，
古

宿
及
び
立
戸
の

各
ト
ン
ネ
ル
取

水
口
の
中
央
か

ら
半
径
50m
の

水
域
⑷
　
天
形
ト
ン

ネ
ル
取
水
口
か

ら
通
じ
る
水
路

及
び
沼
側
水
路

口
中
央
か
ら
半

径
50m
の
水
域

⑸
　
天
形
地
内

漕
艇
場
護
岸
の

北
東
突
端
か
ら

北
側
護
岸
の
延

長
線
上
及
び
同

延
長
線
上
の
50

ｍ
の
点
と
天
形

ト
ン
ネ
ル
取
水

口
中
央
見
通
し

線
を
結
ん
だ
線

の
内
側
の
水
域

（
但
し
，
⑷
の

水
域
を
除
く
）
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平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

南
三
陸
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

志
津
川
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

志
津
川
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
志
津
川
東
地
区

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

南
三
陸
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

志
津
川
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

志
津
川
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
志
津
川
中
央
地
区

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

公　
　
　

告

〇
県
営
新
井
田
南
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
農
地
整
備
事
業
）
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
、
土
地
改
良
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
事
項
を
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

変
更
後
の
事
業
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
蛇
石
原
三
十
八
番
十
、
三
十
八

番
十
一

　

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
蛇
石
原
三
十
八
番
地
の
三

 

熊
谷　

重
敏　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

東
松
島
市
赤
井
字
星
場
三
百
十
二
番
十
の
一
部

　

東
松
島
市
赤
井
字
照
井
中
十
一
番
地
一

 

相
澤　

一
弘　
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相
澤　

裕
子　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
下
増
田
字
前
田
三
百
八
十
七
番
二
、
三
百
八
十

八
番
二
、
三
百
九
十
一
番
二
、
三
百
九
十
二
番
一
、
三
百

九
十
二
番
二
、
三
百
八
十
六
番
の
一
部
、
三
百
八
十
七
番

一
の
一
部
、
三
百
九
十
三
番
の
一
部
、
三
百
九
十
四
番
の

一
部
、
三
百
九
十
五
番
の
一
部
、
三
百
九
十
六
番
の
一
部
、

三
百
九
十
七
番
の
一
部
、
二
百
二
十
一
番
地
先
の
水
の
一

部
、
二
百
二
十
三
番
地
先
の
道
の
一
部
（
二
工
区
）

 

名
取
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
六
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

庄　
　

子　
　

晃　
　

子　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日　

午
後
三
時

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案　

教
育
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
四
号
議
案　

教
育
財
産
管
理
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
五
号
議
案　

第
二
期
「
学
ぶ
土
台
づ
く
り
」
推
進
計
画
に
つ
い
て

　

第
六
号
議
案　

宮
城
県
指
導
力
不
足
等
教
員
審
査
委
員
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
七
号
議
案　

宮
城
県
教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
委
員
及
び
専
門
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
八
号
議
案　

宮
城
県
特
別
支
援
教
育
将
来
構
想
実
施
計
画
（
前
期
）
に
つ
い
て

　

第
九
号
議
案　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
十
号
議
案　

県
立
学
校
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
十
一
号
議
案　

県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
減
免
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
十
二
号
議
案　

宮
城
県
美
術
館
協
議
会
美
術
品
収
集
専
門
部
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
十
五
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望
者
に
対
し
て

行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
○
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
五
号

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項

及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第

七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に

要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て

は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て

得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
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一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
一
二
六

二 　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
八
十
万
を
超

え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
三
八
、
二
八
五

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

　
　

青

葉

選

挙

区　
　

七
九
、
五
〇
一　
　
　
　

岩

沼

選

挙

区　
　

一
一
、
七
八
九

　
　

宮
城
野
選
挙
区　
　

五
〇
、
九
〇
七　
　
　
　

登

米

選

挙

区　
　

二
三
、
一
五
七

　
　

若

林

選

挙

区　
　

三
五
、
七
六
七　
　
　
　

栗

原

選

挙

区　
　

二
〇
、
五
三
七

　
　

太

白

選

挙

区　
　

六
一
、
三
三
二　
　
　
　

東
松
島
選
挙
区　
　

一
〇
、
八
五
八

　
　

泉

選

挙

区　
　

五
八
、
七
六
七　
　
　
　

大

崎

選

挙

区　
　

三
六
、
七
九
七

　
　

石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区　
　

四
三
、
四
七
二　
　
　
　

柴

田

選

挙

区　
　

二
二
、
八
九
二

　
　

塩

釜

選

挙

区　
　

一
五
、
六
八
六　
　
　
　

亘

理

選

挙

区　
　

一
三
、
〇
五
二

　
　

気
仙
沼
・
本
吉
選
挙
区　
　

二
三
、
〇
一
〇　
　
　
　

宮

城

選

挙

区　
　

一
三
、
八
二
九

　
　

白
石
・
刈
田
選
挙
区　
　

一
四
、
一
一
二　
　
　
　

黒

川

選

挙

区　
　

二
四
、
二
九
一

　
　

名

取

選

挙

区　
　

二
〇
、
〇
二
〇　
　
　
　

加

美

選

挙

区　
　
　

九
、
〇
〇
四

　
　

角
田
・
伊
具
選
挙
区　
　

一
二
、
七
六
二　
　
　
　

遠

田

選

挙

区　
　

一
一
、
八
九
六

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区　
　

二
一
、
九
九
七

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
六
号

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
八
十
万
を
超
え

る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　
　

三
三
八
、
二
八
五

〇
宮
選
管
告
示
第
二
十
七
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

　

向
陽
台
会
館
の
項
を
削
る
。内

水
面
漁
場
管
理
委
員
会

〇
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

コ
イ
（
マ
ゴ
イ
及
び
ニ
シ
キ
ゴ
イ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
持
出
し
及
び
移
植
並
び
に
放
流
等
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
日

 

宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

 

会　

長　
　

小 

野 

寺　
　

秀　
　

也　
　
　

一　

指
示
の
内
容

　

１　

持
出
し
の
禁
止

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
水
域
に
お
い
て
は
、
コ
イ
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
的
機
関
等
が
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止
の
処
置
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

２　

移
植
の
制
限

　
　

 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
、
コ
イ
が
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に

か
か
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
水
域
か
ら
コ
イ
を
移
植
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

３　

放
流
等
の
制
限

　
　

㈠ 　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面
に
お
い
て
コ
イ
を
増
殖
等
の
目
的
で
放
流
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
放
流
し
よ
う
と
す
る
コ
イ
に
つ
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
に
係
る
次
に
掲
げ

る
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

⑴　

汚
染
水
域
由
来
で
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑵　

汚
染
水
域
由
来
の
コ
イ
と
水
を
介
し
て
の
接
点
が
な
い
こ
と
。

　
　
　

⑶　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
た
コ
イ
群
で
あ
る
こ
と
。

　
　

㈡ 　

㈠
の
確
認
が
と
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
生
死
を
問
わ
ず
、
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
水
面

に
遺
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

４　

適
用
除
外
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１
か
ら
３
ま
で
の
指
示
は
、
宮
城
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い

も
の
と
す
る
。

二　

指
示
を
す
る
期
間

　
　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

指
示
を
す
る
区
域

　
　

県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ
と
連
接
一
体
を
成
す
県
内
の
水
面

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
六
一
四
号
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

六

段上

行
後
ろ
か

ら
一
一

正

〇
四
一
二
七
〇
〇
五
九
三

　
　
　
　
　
　
　

誤

〇
四
一
二
七
〇
〇
五
二
八
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